
1　公益事業（実施事業等会計）

（1）教育文化活動等支援事業

 事業費支出 7,618,898円(8,510,992円)

 県民の教育文化活動を支援するため、次の事業を行った。

事　　業　　名 内容・実施場所 期日等 参加者数等 備　　考

第31回神奈川県ゆうあい
ピック大会への支援

　県内の知的障害者が集うスポーツ
活動の場「ゆうあいピック大会」の
開催経費の一部を助成。
　県立体育センター（藤沢市)他

5月
～10月

1,382人

(主催）
神奈川県障害者ス
ポーツ振興協議会

教育文化団体等への支援

　県内の教育文化団体が県民等を対
象として行う事業等に対し助成。
  分野　教育・文化・スポーツ・レ
クリエーション等

（2）県民教養講演会等事業

 事業費支出 9,216,669円（9,868,700円）

 県民の知識の向上等に資するため、講演会等次の事業を行った。

事　　業　　名 内容・実施場所 期日等 参加者数等 備　　考

自然科学実験教室の開催

　子どもたちの科学に対する関心を
高めるため、親子を対象に科学実験
教室を開催した。
　講師　米村でんじろう氏他
　横須賀芸術劇場（横須賀市）

11/22 435人
(共催）
(一財)神奈川県教育
会館

県民教養講座の開催

　各界著名人による講演会を開催し
た。
　講師　森永　卓郎氏
  演題　「生活を豊かにする
　　　　　　　　　　　経済学」
　はまぎんホールヴィアマーレ
　　　　（横浜市西区）

2/7 337人
(共催）
(一財)神奈川県厚生
福利振興会

第27回はばたけ子どもたち
夢・未来コンサートの開催

　音楽の楽しさや、オーケストラの
演奏の素晴らしさを親子で体験する
「はばたけ子どもたち夢・未来コン
サート」を開催した。
  神奈川県立音楽堂（横浜市西区)

2/22 1,830人
(共催）
(一財)神奈川県教育
会館

神奈川県公立中学校長会他８団体



２　現職給付厚生事業（その他会計）

事業費支出 128,540,875円（133,739,059円）

(1)給付事業

事業費支出 90,768,168円（95,737,005円）

現職会員の福利の増進を図るため、次の給付を行った。

区　　　分 給付者数 給付金額

人 円 円 人

結 婚 祝 金 1,128 22,560,000 20,000 × 1,128

(1,291) (25,820,000)

弔 慰 金 955 27,040,000 本人 165,000 × 18

(868) (24,410,000) 配偶者 65,000 × 20

実父母子等 25,000 × 906

被扶養者 20,000 × 1

死産 10,000 × 10

遺 児 育 英 資 金 4 4,100,000 未就学児 1,300,000 × 0

(5) (5,300,000) 小学生 1,200,000 × 0

中学生 1,100,000 × 1

その他 1,000,000 × 3

災 害 見 舞 金 4 280,000 全部焼失等 200,000 × 0

(3) (600,000) 1/2焼失等 100,000 × 1

1/3焼失等 60,000 × 3

1/5焼失等 40,000 × 0

退 会 記 念 品 1,465 27,338,910

(1,542) (28,990,714)

計 3,556 81,318,910
(3,709) (85,120,714)

　 他、市町村費負担教職員等の会員に対し、供与物代金　5件　75,000円を給付した。

（注）（ ）内は平成25年度分。

満50歳以上（会員期間10年以上）
で退会した会員に対し、記念品を
贈った。

内訳



（2）厚生事業

 事業費支出 37,772,707円（38,002,054円）

 現職会員の福利厚生を図るため、次の事業を行った。

 ア　生活安定に対する支援

事　　業　　名 備　　　考

指定店の拡充
業種　32
店舗　843
継続会員共通

 イ　レクリエーション活動等の支援

事　　業　　名 内容　・　実施場所 期日等 参加者数等 備　　　考

健康管理の支援
　会員等が職場や住居の近くで気軽に体力・健康
づくりや生活習慣病の改善等ができるよう、県内
外のスポーツ施設等を利用する機会を提供した。

 (ｱ) コナミスポーツクラブ（県内46箇所他）
 (ｲ) ダイドースポーツクラブ（小田原市）
 (ｳ) ライフティック（平塚市・秦野市）
 (ｴ) 横須賀ＹＭＣＡ（横須賀市）
 (ｵ) 乗馬クラブ（県内5箇所）
 (ｶ) ゴルフ場（県内2箇所）

通年 25,680人

　
継続会員共通
（(カ)を除
く。）

レクリエーション活
動の機会の提供 　心身の健康維持、家族の団らん等のためレクリ

エーション活動の機会を提供した。

（ｱ) 東京ディズニーリゾート（千葉県浦安市）
12/19
～1/4

302人

 (ｲ) バス旅行 通年 287人

計  589人

レクリエーション施
設の利用支援

　会員等が希望する地域でレクリエーション、ス
ポーツ活動等が行えるよう、県の内外に宿泊施設
等を確保した。

継続会員共通

 (ｱ) 宿泊施設［あっせん］
　　 ・ラフォーレ倶楽部　14施設
   　・リゾートトラスト　25施設
   　・マホロバマインズ三浦（三浦市）
　 　・ホテルスポーリア湯沢（新潟県湯沢町）

通年 1,251人

 (ｲ) 温泉施設［あっせん］
 　　  スカイスパ（横浜市西区）

通年 32人

 (ｳ）公立学校共済組合箱根保養所［補助］
　 　「ひめしゃら」（箱根町仙石原）

通年 3,803人

計 5,086人

会員交流の場の提供 　会員の会合、催し、振興会が実施する事業の会
場として、会議室を年間借り上げた。
  　神奈川県教育会館３階（横浜市西区）

通年 2,398人

継続会員共通

スポーツ観戦の機会
の提供 　優れた技術を持つスポーツ選手の競技を観戦す

る機会を提供した。

継続会員は
あっせん

（ｱ) サッカー観戦会［補助］
　　　　日産スタジアム（横浜市港北区）
        Shonan BMWスタジアム平塚（平塚市）

8/9.9/13
9/24

8/3.8/24
69人

 (ｲ) テニス観戦会［補助］
 　　   有明コロシアム（東京都江東区） 9/15.20.21 34人

計  103人

内      容

　会員等が廉価で商品又はサービスの購入ができるよう商店等との指定店
契約の更新、拡充を行った。



 ウ　芸術・文化活動の支援

事　　業　　名 内容　・　実施場所 期日等 参加者数等 備　　　考

親と子のふれあい 　親と子のふれあいや世代間の交流等の機会を提
供した。
 (ｱ) ディズニー・オン・アイス［補助］
　　　　横浜アリーナ（横浜市港北区）

 (ｲ) キッザニア［補助］
　　　　東京都江東区

 (ｳ) ボリショイサーカス［補助］
　　　　横浜文化体育館（横浜市中区）

 (ｴ) 親と子の芸術鑑賞
　　　　藤沢市民会館（藤沢市）　他

8/21～25

7/12～
10/26

7/27～8/2

4/12.13
7/20.25
26.30

8/21.26

452人

442人

294人

141人

　

計1,329人

　
継続会員共通
（(ウ)に限
る。あっせ
ん）

芸術・文化活動の機
会の提供

　優れた芸術等の鑑賞機会を提供した。
 (ｱ) 芸術鑑賞［補助］
　  　　神奈川県民ホール（横浜市中区）他
 (ｲ) 演芸鑑賞［補助］
　  　　横浜にぎわい座（横浜市中区）
        ルミネｔｈｅよしもと(東京新宿区）
 (ｳ) 芸術鑑賞「あっせん」
　　　　よこすか芸術劇場（横須賀市）他
　

通年

1,830人

203人
0人

253人

計 2,286人

　
継続会員共通
（(ア)を除
く。）

生涯学習活動の支援 　生涯にわたる能力啓発、余暇活動等の機会を提
供した。
　・朝日カルチャーセンター　13施設
　・読売日本テレビ文化センター　19施設
　・カルチャーセンター　22施設
　・ＮＨＫ学園
  ・興学社（パソコン・5施設）
　・インプルーブキャリアデザイン
   （パソコン・1施設）
　・ＡＥＯＮ（英会話教室・国内全施設）
　・ホームメイド協会
   （料理教室・国内全施設）
　・東京リーガルマインド
    （資格取得講座・5施設）

通年 435人

　
継続会員共通

教養講座の開催  余暇活動等の充実を図るため教養講座を開催し
た｡
 (ｱ) 歴史講座（２回）
　 　　浅草・鎌倉
 (ｲ) 税務相談会
　　   横浜
 (ｳ) 金融講座（７回）
　   　横浜他

8/2･12/14

2/14

5/24.25.30
6/1.7

2/21.3/7

52人

46人

182人

計   280人



 エ　退職準備の支援

事　　業　　名 内容 期日等 参加者数等 備　　　考

退職予定者福利厚生
説明会の開催

　定年退職予定会員等を対象に医療互助事業、積
立年金事業、継続厚生事業等の説明会を開催し
た。

7/25.28.2
6.31.8/5.
7.
1/22.26

1,111人
公立学校共済
組合と共催

 オ　情報の収集と提供

事　　業　　名

広報紙「振興会だよ
り」の発行

振興会ハンドブック
の作成

振興会会員モニター
会議の開催

振興会ホームページ
の拡充

　振興会の事業情報を随時提供するとともに、他機関・団体等の開催する文化・レクリ
エーション活動情報や会員の生活にかかわる情報等とのリンクを拡充した。

内　　容

　現職会員に事業等の情報を提供するため広報紙を発行した｡
　　発行回数　年３回(６月・１１月･３月)
　　発行部数  各回３７,７００部

　会員に事業の概要等を知らせるため案内･手引書を発行した。
  　発行回数　年１回
　　発行部数  ３７，５００部

　厚生事業等の企画立案に反映するためモニターを募集し、会議等を開催した。
　　・期　　日　　２月７日（土）
  　・場　　所　　横浜市教育会館
　　・参加人数　　３０人（モニター会員数５０人）



３　継続医療厚生事業（その他会計）

事業費支出 898,927,232円（883,701,200円）

（1）医療互助事業

    事業費支出863,472,632円（ 847,083,840円）

   退職後における会員の医療費の負担を軽減するため、療養補助金等を給付した。

ア　加入及び退会状況

比較増減

521人

△ 4人

12人

8人

85人

444人

366人

24人

△ 4人

イ　給付状況

給付件数 給付金額 給付件数 給付金額

91,119件 359,166,100円 9,690件 40,506,700円

444件 17,820,000円 △ 25件 △ 1,150,000円

6件 1,330,000円 38件 △ 348,000円

50件 2,260,000円 12件 1,815,000円

25件 250,000円 1件 10,000円

28件 1,960,000円 8件 560,000円

833件 8,320,368円 94件 927,248円

2,360件 409,024,206円 △ 163件 △ 11,861,942円

2,207件 392,788,017円 △ 155件 △ 9,678,251円

96件 7,733,958円 △ 19件 △ 1,498,649円

57件 8,502,231円 11件 △ 685,042円

94,865件 800,130,674円 9,655件 30,459,006円

当 年 度 分

年度途中退会者分

過 年 度 分

 合    計

100,809件

419件

2,197件

2,052件

健 康 祝 金

16,670,000円

比較増減
区　　　分

給付金額

人 間 ド ッ ク 補 助

77件

68件

104,520件

脱 退 一 時 金

退 会 返 還 金

927件

8,104人

遺 族 一 時 金

入 院 見 舞 金

加入資格者数

新規加入者数

26件

36件

加   入   率

療 養 補 助 金

長 寿 祝 金

　新規加入者 本　人

合　計

加入者総数

会
員
本
人

7,139人

平成26年度

7,660人

507人

44件

62件

580人

退 職 者 数 2,208人

511人

69人

7,660人

507人

33.1%

1,842人

1,533人

9,247,616円

区      分

前年度末加入者総数

81人

588人

144人 退会者（△）

配偶者

59人

平成25年度

399,672,800円

260,000円

2,520,000円

1,509人

511人

33.9%

平成25年度

7,817,189円

830,589,680円

平成26年度

6,235,309円

982,000円

4,075,000円

397,162,264円

383,109,766円

給付件数



ウ　会費等収入

（注）基準掛金には、加算額を含む。

（2)貸付事業

事業費支出 19,150,821円（19,135,851円）

（平成25年度から貸付金支出を投資活動支出に計上することとした）

ア　貸付の内容

※平成２６年４月～貸付額の上限を７００万円から１,０００万円に引き上げた。

イ　貸付の内訳 （単位：千円）

 貸付金額（前年度）

ウ　貸付金及び償還状況 （単位：円）

641,909,879円

医療互助事業相当分

基準掛金（注）

合　　　計

365,717,000円

280,386,632円

合　　　計

区　　　分 平成26年度 平成25年度

276,192,879円

356,523,000円

636,909,632円

区    分

1,406,718,613

平成26年度

貸 付 金

償 還 金

453,800,000

敷 地 購 入

金融機関借換

33,800

(11,400)

220,600

(179,500)

償還期間

５年～３０年

増　改　築

建　　　替

修　　　理

 宅 購 入（ﾏﾝｼｮﾝ・土地付家
6件

１,０００万円

0件

(2)

貸付利率

年利１．５０％（平成25年4月1日から）

区分

新　　　築

50,900

95,800

 貸付件数（前年度）

7件

(8)

貸付限度額

1件

(2)

19件

275,048,721

(17)

(31,200)

453,800

(336,200)

平成26年度末残高

1,585,469,892

平成25年度末残高

(6)

4件

(2)

32件

(30)

　現職会員が自己の用に供する住宅の新築、増築、改築、修理若しくは購入又は住宅の敷地を購入するための
資金及び住宅貸付金の金融機関からの借換の資金を融資した。

69件

(67)

42,700

(42,000)

(50,100)

0

(12,000)

10,000

(10,000)



（2)貸付事業

事業費支出 19,135,851円（19,135,851円）

（平成25年度から貸付金支出を投資活動支出に計上することとした）

ア　貸付の内容

貸付限度額 償還期間 貸付利率

１,０００万円 ５年～３０年
年利１．５０％（平
成２５年４月１日か

※平成２６年４月～貸付額の上限を７００万円から１,０００万円に引き上げた。

イ　貸付の内訳 （単位：千円）

区 分
貸 付 件 数
（ 前 年 度 ）

貸付金額
（前年度）

新　　　築 7件 42,700

(8) (42,000)

増　改　築 0件 0

(2) (12,000)

建　　　替 1件 10,000

(2) (10,000)

修　　　理 19件 95,800

(17) (50,100)
住 宅 購 入
（ﾏﾝｼｮﾝ・土地付家 6件 50,900

(6) (31,200)

敷 地 購 入 4件 33,800

(2) (11,400)

金融機関借換 32件 220,600

(30) (179,500)

合　　　計 69件 453,800

(67) (336,200)

ウ　貸付金及び償還状況 （単位：円）

区    分 平成25年度末残高 平成26年度 平成26年度末残高

貸 付 金 1,406,718,613 453,800,000 1,585,469,892

償 還 金 275,048,721

　現職会員が自己の用に供する住宅の新築、増築、改築、修理若しくは購入又は住宅の敷地を
購入するための資金及び住宅貸付金の金融機関からの借換の資金を融資した。



（3）継続厚生事業

事業費支出 16,303,779円（17,481,509円）

ア　生活安定に対する支援

事　　業　　名 備　　　考

指定店の拡充 業種　32
店舗　843
現職会員共通

イ　スポーツ・レクリエーション活動の支援

事　　業　　名 内容　・　実施場所 期日等 参加者数等 備　　　考

健康づくりの機会の
提供

　住居の近くで気軽に体力・健康づくりができる
よう、県内外のスポーツ施設等を利用する機会を
提供した。
　・コナミスポーツクラブ（県内46箇所他）
　・ダイドースポーツクラブ（小田原市）
　・ライフティック（平塚市・秦野市）
　・横須賀ＹＭＣＡ（横須賀市）
　・乗馬クラブ（県内5箇所）

通年 25,670人

　
現職会員共通

レクリエーション施
設の利用支援

　会員等が希望する地域でレクリエーション、ス
ポーツ活動等が行えるよう、県内外に宿泊施設等
を確保した。

 (ｱ) 宿泊施設［あっせん］
　　 ・ラフォーレ倶楽部　他

通年 1,283人

 (ｲ) 温泉施設［あっせん］
 　　・スカイスパ（横浜市西区）

通年 32人

 (ｳ) 温泉施設［補助］
 　　・万葉の湯　４施設

通年 43人

 (ｴ）公立学校共済組合箱根保養所［補助］
　 　「ひめしゃら」（箱根町仙石原）

通年 483人

 計 1,841人

会員交流の場の提供 (ｱ) 会員の会合、催し、振興会が実施する事
   業の会場として、会議室を年間借り上げた。
  　神奈川県教育会館３階（横浜市西区）
(ｲ) 神奈川県退職教職員の会が開催する囲碁
   将棋大会の経費の一部を助成した。

通年

11/23

2,398人

132人

　
現職会員共通
（(ア)に限
る。）

計 2,530人

スポーツ観戦の機会
の提供

　優れた技術を持つスポーツ選手の競技を観戦す
る機会を提供した。
 (ｱ) プロ野球観戦会［補助］
 　   横浜スタジアム（横浜市中区）
 (ｲ) サッカー観戦会［あっせん］
  　　Shonan　ＢＭＷスタジアム平塚
 (ｳ) テニス観戦会［あっせん］
　　　有明コロシアム（東京都江東区）

通年

5/18.8/24

9/15
9/20.21

41人

40人

34人

　
現職会員共通
（(ア)を除
く。）

 計  115人

　継続会員を対象に相互の親睦や退職後の文化、レクリエーション活動に資するため、次の事業を実施した。

内　　　容

　会員等が廉価で商品又はサービスの購入ができるよう、商店等との指定
店契約を行った。

　
現職会員共通
（ﾀﾞｲﾜﾛｲﾔﾙﾎﾃﾙ
ｽﾞ､法華倶楽
部、ｾﾗｳﾞｨﾘｿﾞｰ
ﾄ泉郷、万葉の
湯を除く。）



ウ　芸術・文化活動の支援

事　　業　　名 内容　・　実施場所 期日等 参加者数等 備　　　考

旅行の支援 　会員等が廉価で安心して利用できるよう旅行業
者等と割引契約を締結した。
　・ＪＴＢ法人東京　10支店
　・小田急トラベル　28支店
　・近畿日本ツーリスト　18支店
　・トップツアー
　・日本旅行　13支店
　・京急観光　 8支店
　・名鉄観光サービス
　・東日観光
　・大和観光興業
　・ニッポンレンタカー

通年

芸術鑑賞の機会の提
供

　優れた芸術等の鑑賞機会を提供した。
 (ｱ) 芸術鑑賞
　　　みなとみらいホール（横浜市中区）他
 (ｲ) 演芸鑑賞［補助］
　　　横浜にぎわい座（横浜市中区）
 (ｳ) 芸術鑑賞［あっせん］
　　　神奈川県民ホール（横浜市中区）他
 (ｴ) 演芸鑑賞［あっせん］
    　ルミネｔｈｅよしもと
      （東京都新宿区）
 (ｵ) ボリショイサーカス［あっせん］
　　　横浜文化体育館（横浜市中区）

通年

通年

通年

通年

7/27～8/2

393人

322人

179人

0人

47人

計 　941人

　
現職会員共通
（(イ)･(エ)に
限る。(オ)は
補助。）

生涯学習活動の支援 　能力啓発、余暇活動等の機会を提供した。
 (ｱ) 継続会員［補助］
  　・朝日カルチャーセンター　13施設
　　・読売日本テレビ文化センター19施設
　　・カルチャーセンター　22施設
　　・ＮＨＫ学園
　　・興学社（パソコン・5施設）
　　・インプルーブキャリアデザイン
　　　　　　　　　（パソコン・1施設）
　　・ＡＥＯＮ
      （英会話教室・国内全施設）
　　・ホームメイド協会
      （料理教室・国内全施設）
 (ｲ) 継続会員とその家族［あっせん］
 　  ・東京リーガルマインド
       （資格取得講座・5施設）

通年 1,020人

　
現職会員共通

教養講座の開催 　余暇活動等の充実を図るため教養講座を開催し
た。
 (ｱ) ふるさと散歩（３回）
　　　深川
　　　早稲田・目白・雑司ヶ谷
 (ｲ) 歴史講座Ⅰ・Ⅱ（２回）
　　　鎌倉
　　　小田原
 (ｳ) 税務相談会（４回）
　　　横浜他
 

10/10.24
1/27

5/30
11/14
1/30～
2/12

139人

120人

69人

計   328人



エ　情報の収集と提供

事　　業　　名

広報紙「ふれあい」
の発行

振興会ハンドブック
の作成

振興会会員モニター
会議の開催

振興会ホームページ
の拡充

　継続会員に事業情報を提供するため、広報紙を発行した。
　　発行回数　年３回（４月・８月・１２月)
　　発行部数  各回８，５００部

　会員に事業の概要を知らせるため、振興会ハンドブックを発行した。
  　発行回数　年１回
　　発行部数  ８，７００部

　継続厚生事業等の企画立案に反映するため、モニターを募集し、会議等を開催した。
　　・期　　日　　２月７日（土）
  　・場　　所　　横浜市教育会館
　　・参加人数　　９人（モニター会員数１３人）

　振興会の事業情報を随時提供するとともに他機関・団体等の開催する文化・レクリエー
ション活動情報や会員の生活にかかわる情報等とのリンクを拡充した。

内　　　　　　　　　　容



４　福祉年金事業（その他会計）

事業費支出5,879,576円（ 6,644,545円）

(1) 実績

区　　　分

344人 426人 △ 82人

0人 0人 0人

68人 54人 14人

14人 17人 △ 3人

0.02% 0.02%

0.03% 0.03%

当 年 度 拠 出 金

拠 出 金 相 当 額

団体口責任準備金

(2) 給付状況

福祉年金給付金

解 約 一 時 金

遺 族 一 時 金

長 寿 祝 金

弔 慰 金

合 計

給付件数

平成26年度

給付金額 給付件数

平成25年度 比較増減

給付金額 給付件数 給付金額

平成26年度

加入者数

内
訳

平成25年度

加入者数

内
訳

新規加入者

満期解約者

脱退者

0円

比較増減

加入者数

内
訳

新規加入者

△ 395,338,055円

三菱ＵＦＪ信託銀行

三井住友信託銀行

三菱ＵＦＪ信託銀行

三井住友信託銀行

1,318,886,422円

10,061,894円

0円0円

1,714,224,477円

区　　　分

満期解約者

脱退者

新規加入者

満期解約者

脱退者

12,659,970円

利　　率

加入者状況

△ 583,673円

35,249円 △ 3件 281,473円

1,310件 1,469件2,666,188円

7件 316,722円 10件

1件

29件

3件

1,350件

3,249,861円 △ 159件

3,724,918円

6件

21件

7件

1,513件3,363,007円 △ 163件 △ 361,911円

△ 5件 △ 19,711円

8件 80,000円

△ 2,598,076円

　 退職会員の生活の安定を図るため、退職金の運用による年金事業を実施した。なお、平成22年４月以
降、新規加入及び満期後の更新の扱いを停止した。

△ 4件 △ 120,000円

19,808円

210,000円

210,000円

97円

290,000円

90,000円



５　積立年金事業（その他会計）

事業費支出 826,991,690円（798,462,769円）

(1)　年金積立者及び年金受給者

前年度受給者数

新規年金受給者
数

満期退会者数
(死亡脱退含む)

(2)　給付状況

件数 件数

4,056件 3,843件 定年退職者に年金として給付

885件 754件 定年退職者に一括給付

706件 840件 定年以外の退職者に一括給付

17件 23件 死亡退会者の遺族に一括給付

17件 23件 死亡退会者の遺族に給付

455件 465件 異動等による退会者に一括給付

6,136件 5,948件

(3)　資金管理状況

ア　会費等

平成25年度

年金積立者
（現職会員）

退会返還金

年金給付（年金）

年金給付（一時金）

退職時一時金

区　　分 平成26年度

年金受給者

35,968人

人生８０年時代における退職後の生活をより豊に充実したものとするため、積立年金事業を実施
した。

信託元本
（現職会員期末残高）

921人

863人

218人

160人

区　　分

合　　計

81,611,612円

会員への配当金

配当利率

増　　減

△ 77人

66人

58人

△ 44人

△ 52人

遺族特別給付金

区　　分

987人

36,045人

遺族一時金

91,482,278円

432,206,369円

211,791,978円

5,166,102円

921人

174人

108人

給付金額

平成26年度

265,359,898円

8,236,819円

690,000円510,000円

平成25年度

0.41% 0.50%

給付金額

822,768,339円

82,211,837円

352,490,688円

8,672,140,132円

平成26年度

84,765,089円

793,754,331円

摘要
平成25年度

33,957,647円

8,714,038,594円

41,829,285円



イ　運用利息等と信託報酬

金融機関名 みずほ信託銀行

運用利息 32,173,776円

信託報酬 13,511,496円

実質利益 18,662,280円

金融機関計

事務費等

会員への配当金

平成25年度

37,561,798円

3,604,151円

33,957,647円

55,315,867円

31,027,040円

24,288,827円

26,696,487円

13,272,971円

三菱UFJ信託銀行

46,341,985円

4,512,700円

31,272,548円

27,679,705円

41,829,285円

58,952,253円

区分 平成26年度

三菱UFJ信託銀行 みずほ信託銀行

13,423,516円



６　収益事業（その他会計）

事業費支出30,028,774円（ 29,598,009円）

(1) 共済事業

(2) 団体信用生命保険事業

加入者数 脱退者数

45人 27人 263人

（35人） (47人）

（　）内前年度実績

(3) 広告事業

現職会員の利便を図るため、教職員共済生活協同組合が行う共済事業の事務を受託した。

総合共済　火災共済　団体生命共済　医療共済　交通災害共済　自
動車共済

２０２，８１９，１６３円
（２２８，９８３，９１７円）

　　会員向け広報媒体である広報紙及びハンドブック等に振興会と割引契約等を締結して
いる業者の広告を掲載し、広告事業を実施した。

取扱共済掛金

245人

（　）内前年度実績

取扱共済事業の種類

平成26年度

　団体信用生命保険の保険契約者として貸付金の保全等を図った。

平成25年度末加入者数 平成26年度末加入者


